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【
研
究
ノ
ー
ト
】

「
宇
宙
」
の
語
源
と
語
義
の
変
遷

古
代
中
国
語
と
近
代
科
学
用
語
の
接
点

金
　
木
　
利
　
憲

【研究ノート】「宇宙」の語源と語義の変遷

は
じ
め
に

　
日
本
に
お
い
て
愛
読
さ
れ
て
い
る
漢
文
作
品
の
一
つ
に
、
中
唐
の
文
人
官

僚
、
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
が
あ
る
。
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
を

語
る
こ
の
作
品
は
「
漢
皇
重
色
思
傾
国
、
御
宇
多
年
求
不
得
」
（
漢
皇
色
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
す

重
ん
じ
て
傾
国
を
思
ふ
、
御
　
宇
こ
と
多
年
、
求
む
れ
ど
も
得
た
ま
は
ず
）

と
始
ま
る
。

　
御
宇
、
の
字
は
、
現
在
「
ぎ
ょ
・
う
」
と
単
に
音
読
み
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

鎌
倉
時
代
の
古
写
本
（
金
澤
文
庫
本
　
注
一
）
を
絡
く
と
、
こ
の
二
字
に
「
ア

メ
ノ
シ
タ
シ
ロ
シ
メ
ス
」
と
い
う
訓
が
振
ら
れ
て
い
る
。
「
御
」
は
統
御
・

御
者
な
ど
と
い
う
語
が
あ
る
様
に
、
も
の
ご
と
が
望
む
方
向
に
進
む
よ
う
に

先
導
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
（
注
二
）
、
「
宇
」
は
第
二
章
で
述
べ
る
よ
う

に
こ
の
世
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
併
せ
れ
ば
「
こ
の
世
を
望
む
方
向
に
進
む

よ
う
に
導
い
て
い
く
」
つ
ま
り
天
下
を
統
治
す
る
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。

　
現
在
、
宇
宙
開
発
が
花
盛
り
で
あ
る
。
だ
が
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
「
宇

宙
」
と
い
う
言
葉
は
、
優
に
二
千
三
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
も
つ
こ
と
は
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
「
宇
宙
」
と
い
う
語
の
起
源
は
、
春
秋
戦
国
時
代
以
前
の
古
代
中
国
に
あ

る
。
そ
れ
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
漢
字
伝
来
と
同
時
で
あ
る
と
い
う
伝

説
が
あ
る
。
『
古
事
記
』
・
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
漢
字
を
伝
え

　
わ
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
じ
も
ん

た
和
麹
吉
師
（
王
仁
と
も
）
は
、
『
論
語
』
・
『
千
字
文
』
を
携
え
て
き
た
と

い
う
が
（
注
三
）
、
『
千
字
文
』
は
、

天
地
玄
黄
、
宇
宙
洪
広

書
き
下
し
一
天
地
の
あ
め
つ
ち
は
、
玄
黄
と
し
て
く
ろ
く
き
な
り
、
宇

　
　
　
　
宙
の
お
ほ
そ
ら
は
、
洪
広
と
し
て
お
ほ
い
に
ひ
ろ
き
な
り
。

通
　
　
釈
一
天
地
は
黒
く
黄
色
い
。
宇
宙
は
大
き
く
広
い
。
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か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　
他
の
言
葉
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
「
宇
宙
」
と
い
う
語
も
ま
た
、
古
代

か
ら
現
在
ま
で
使
わ
れ
る
う
ち
に
、
意
味
は
変
化
、
あ
る
い
は
多
義
化
し
て

し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、

①
「
宇
宙
」
と
い
う
言
葉
の
起
源

②
古
代
中
国
に
お
け
る
用
例
と
意
味

③
上
古
か
ら
現
代
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
用
例
と
意
味
の
変
遷

④
近
現
代
の
英
和
辞
典
を
基
に
し
た
、
訳
語
と
し
て
の
「
宇
宙
」
の
様
相

⑤
日
本
に
お
い
て
「
宇
宙
」
の
意
味
が
現
代
的
な
も
の
に
変
化
し
た
時
期

以
上
五
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
な
お
、
本
論
は
そ
の
性
質
上
、
多
数
の
引
用
お
よ
び
書
き
下
し
・
語
釈
が

あ
る
。
煩
を
さ
け
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
特
に
明
記
し
た

も
の
以
外
は
末
尾
の
参
考
文
献
一
覧
に
挙
げ
た
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

（
注
一
）
白
氏
研
究
に
お
い
て
は
、
中
国
か
ら
将
来
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
の

　
編
成
と
本
文
を
残
す
テ
キ
ス
ト
群
を
「
旧
紗
本
系
」
、
宋
代
に
成
立
し
た
木
版
本

　
の
系
統
に
属
す
る
テ
キ
ス
ト
群
を
「
刊
本
系
」
と
区
分
す
る
。
金
澤
文
庫
本
は
、

　
旧
紗
本
系
テ
キ
ス
ト
の
中
で
も
現
存
巻
数
が
多
く
か
つ
成
立
が
古
い
こ
と
か
ら
、

　
特
に
重
視
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
一
本
で
あ
る
。
な
お
、
金
澤
文
庫
本
で
は
「
寓
」

　
と
な
っ
て
い
る
が
、
説
文
に
よ
れ
ば
宇
と
寓
は
異
体
字
と
の
扱
い
な
の
で
、
問
題

　
は
な
い
と
考
え
る
。

（
注
二
）
『
説
文
解
字
」
に
よ
れ
ば
、
「
御
は
使
馬
也
」
と
し
て
い
る
。
「
馬
を
使
役
す
る
、

　
操
る
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

（
注
．
一
．
）
和
遡
の
渡
来
は
、
『
日
本
誹
紀
』
に
よ
れ
ば
応
神
天
皇
．
六
年
（
．
．
八
五
年
）

　
で
あ
る
が
、
『
千
字
文
』
は
、
南
朝
・
梁
の
武
帝
（
位
　
五
〇
「
．
～
五
四
九
年
）

　
の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
和
週
将
来
『
千
字
文
』
が
、
現
在
我
々

　
の
知
っ
て
い
る
そ
れ
と
同
一
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う
。
こ
の

　
点
に
つ
い
て
は
緒
論
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
光
明
皇
后
の
正
倉
院

　
へ
の
寄
進
目
録
で
あ
る
「
国
家
珍
宝
帳
」
（
七
五
一
年
）
に
は
「
搦
晋
右
将
軍
義

　
之
書
巻
第
五
十
一
眞
草
下
字
文
」
が
あ
り
、
国
宝
の
「
眞
草
千
字
文
」
が
そ
れ
だ

　
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
遅
く
と
も
奈
良
時
代
に
は
将
来
さ
れ
て
い
た
と

　
言
え
る
だ
ろ
う
Q

一．

ｫ
書
的
定
義

　
ま
ず
は
、
「
宇
宙
」
と
い
う
言
葉
が
現
代
日
本
の
国
語
辞
典
で
ど
の
よ
う

に
定
義
さ
れ
て
い
る
か
を
記
す
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
第
二
版
）
で
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
（
用
例
省
略
）
。

う
－
ち
ゅ
う
　
…
専
【
宇
宙
】
〔
名
〕

　
（
「
准
南
子
－
斉
俗
訓
」
に
「
往
古
来
今
謂
之
宙
、
四
方
上
下
謂
之
宇
」

あ
り
、
「
宇
」
は
空
間
の
広
が
り
、
「
宙
」
は
時
間
の
広
が
り
を
い
う
）

と
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①
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
包
括
す
る
広
大
な
空
間
。
天
と
地
の
間
。
天
地
と
天

　
　
空
。
ま
た
、
お
お
そ
ら
。
一
般
的
に
は
、
広
狭
さ
ま
ざ
ま
に
用
い
ら
れ
、

　
　
限
ら
れ
た
世
界
、
天
下
な
ど
を
指
す
場
合
も
あ
る
。

　
②
哲
学
的
に
は
、
秩
序
あ
る
統
一
体
と
考
え
ら
れ
る
世
界
全
体
、
物
理
学

　
　
的
に
は
、
物
質
と
輻
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
存
在
す
る
限
り
の
空
間
、
天
文

　
　
学
的
に
は
、
全
て
の
天
体
を
含
む
空
間
。
ま
た
、
一
般
に
大
気
圏
外
の

　
　
空
間
。

　
今
日
に
お
い
て
、
我
々
が
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
①
の
中
で
も
特
に

「
全
て
の
天
体
を
含
む
空
間
」
、
「
大
気
圏
外
の
空
間
」
の
意
味
で
は
な
い
か

と
思
う
。
宇
宙
開
発
、
宇
宙
飛
行
士
、
宇
宙
探
査
、
宇
宙
人
、
み
な
こ
の
意

で
あ
ろ
う
。二

．
「
宇
宙
」
と
い
う
語
の
起
源
と
中
国
古
典
に
お
け
る
意
味

　
「
宇
宙
」
と
い
う
熟
語
が
文
献
に
現
れ
る
の
は
中
国
の
春
秋
戦
国
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
じ

こ
と
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
最
も
早
い
例
は
、
恐
ら
く
『
荘
子
』
（
紀
元

前
四
～
三
世
紀
頃
成
立
）
で
あ
る
。
内
篇
の
斉
物
論
篇
、
外
篇
の
知
北
遊
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
な
ん
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
ゅ
ん
し
　

か
い
へ
い

な
ど
に
現
れ
る
。
ま
た
『
涯
南
子
』
天
文
訓
・
斉
俗
訓
、
『
筍
子
』
解
蔽
篇
、

り
し
　
し

『
呂
氏
春
秋
』
孟
春
紀
の
本
生
な
ど
に
も
例
が
あ
る
。
『
史
記
』
・
『
漢
書
』
に

も
使
わ
れ
て
い
る
。

　
以
下
、
『
荘
子
』
・
『
准
南
子
』
・
『
筍
子
』
・
『
呂
氏
春
秋
』
を
例
に
と
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
宇
宙
」
の
意
味
を
探
っ
て
み
た
後
、
古
辞
書
『
説
文
解
字
』
（
段

玉
裁
注
）
、
を
示
し
た
い
。

　
ま
ず
は
『
荘
子
』
か
ら
で
あ
る
。

論
篇
・
知
北
遊
篇
を
取
り
上
げ
る
。

斉
物
論
篇

　
考
日
月
、

挟
宇
宙
－

一
〇
例
以
上
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
斉
物

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し
は
さ

書
き
下
し
一
日
月
に
肇
び
、
宇
宙
を
挟
み
…

現
代
語
訳
　
（
聖
人
の
輝
き
は
）
日
月
と
並
び
、
（
聖
人
の
包
容
力
は
）

　
　
　
　
　
宇
宙
を
小
脇
に
抱
え
る
か
の
よ
う
に
：

　
こ
こ
で
の
「
宇
宙
」
は
こ
の
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
は
世
界
を
包
み

込
む
ほ
ど
大
き
な
包
容
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
形
容
し
て
い
る
。

知
北
遊
篇

　
道
無
間
、
問
無
応
。
無
間
問
之
、
是
問
窮
也
。
無
応
応
之
是
、
無
内
也
。

　
以
無
内
待
問
窮
、
若
是
者
、
外
不
観
乎
宇
宙
、
内
不
．
知
乎
大
初
。

　
書
き
下
し
」
道
は
問
ふ
こ
と
な
く
、
問
ふ
も
応
ふ
る
こ
と
な
し
。
問
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
は
ま
る

　
　
　
　
　
　
こ
と
な
き
に
之
を
問
へ
ば
、
是
れ
窮
を
問
ふ
な
り
。
応

　
　
　
　
　
　
ふ
る
こ
と
な
き
に
之
に
応
ふ
る
は
、
是
れ
内
な
き
な
り
。

　
　
　
　
　
　
内
な
き
を
以
て
窮
を
問
ふ
を
待
つ
、
是
く
の
若
き
者
は
、

　
　
　
　
　
　
外
は
宇
宙
を
観
ず
、
内
は
大
初
を
知
ら
ず
。

　
通
　
　
釈
　
道
は
問
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
問
う
て
も
ま
た
答

3



え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
問
え
な
い
も
の
を
問

う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
な
い
も
の
を
問
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
答
え
る
な
ら
、
こ
れ
は
中
身

が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
中
身
が
な
い
の
に
問
う
こ
と
も
答

え
る
こ
と
も
出
来
な
い
こ
と
に
応
じ
る
も
の
が
い
る
が
、

こ
れ
は
、
外
は
宇
宙
、
内
は
大
初
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
の
「
宇
宙
」
は
「
大
初
」
の
反
対
概
念
と
し
て
現
れ
る
。
大
初
と

は
こ
の
世
の
初
め
。
こ
れ
を
内
側
と
す
る
の
だ
か
ら
、
宇
宙
は
出
来
上
が
っ

た
こ
の
世
、
こ
れ
が
外
側
で
あ
る
。

次
に
、
『
准
南
子
』
天
文
訓
・
斉
俗
訓
を
見
て
み
た
い
。

天
文
訓

　
太
始
干
虚
範
、
虚
霧
生
宇
宙
、
宇
宙
生
気
、
気
有
涯
根
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

　
書
き
下
し
　
太
始
は
虚
窮
、
虚
郵
、
宇
宙
を
生
じ
、
宇
宙
、
気
を
生
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
が
い
ぎ
ん

　
　
　
　
　
　
気
に
涯
根
有
り
…
…

　
通
　
　
釈
　
は
じ
め
は
無
で
あ
っ
た
。
無
か
ら
宇
宙
が
生
ま
れ
、
宇
宙

　
　
　
　
　
　
か
ら
気
が
生
ま
れ
た
。
気
に
は
区
別
が
あ
り
…
：

　
引
用
箇
所
は
天
文
訓
の
冒
頭
に
当
た
り
、
世
界
の
成
り
立
ち
を
説
明
す
る
。

無
か
ら
生
れ
た
の
は
こ
の
世
界
の
基
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

斉
俗
訓

　
往
古
来
今
、
謂
之
宙
、
四
方
上
下
、
謂
之
宇
。

　
書
き
下
し
　
往
古
来
今
、
之
を
宙
と
謂
ひ
、
四
方
上
下
、
之
を
宇
と
謂
ふ
。

　
通
　
　
釈
u
古
よ
り
今
に
至
る
時
間
を
宙
と
い
い
、
四
方
上
下
の
空
間

　
　
　
　
　
　
を
宇
と
言
う
。

　
「
宙
」
・
「
宇
」
そ
れ
ぞ
れ
の
字
の
意
味
を
示
す
。
宙
は
時
間
を
表
し
、
宇

は
空
間
を
表
す
の
で
あ
る
。
中
国
古
代
の
宇
宙
観
を
端
的
に
表
し
た
例
と
言

え
る
だ
ろ
う
か
。

三
番
目
に
『
筍
子
』
解
蔽
篇
を
見
て
み
た
い
。

解
蔽
篇

　
経
緯
天
地
而
材
官
万
物
、
制
割
大
理
而
宇
宙
裏
　
。

　
書
き
下
し
一
天
地
を
経
緯
し
て
万
物
を
材
官
し
、
大
理
を
制
割
し
て
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ

　
　
　
　
　
　
宙
を
裏
む
。

　
通
　
　
釈
一
天
地
を
秩
序
だ
て
全
て
の
も
の
を
適
材
適
所
に
あ
て
、
根

　
　
　
　
　
　
本
を
治
め
て
こ
の
世
を
包
む
。

　
官
吏
が
法
律
に
よ
っ
て
部
署
に
つ
き
、
職
掌
に
忠
実
に
従
っ
て
天
下
を
治

め
る
助
け
と
な
る
話
で
、
こ
れ
も
「
こ
の
世
」
あ
る
い
は
「
天
下
国
家
」
と

い
う
意
味
。

4
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最
後
に
、
や
や
時
代
は
下
る
が
、

を
挙
げ
て
お
く
。

孟
春
紀
・
本
生

　
若
此
人
者
、
不
言
而
信
、

　
覆
乎
宇
宙
。

　
書
き
下
し
　

通
こ
こ
も

秦
代
の
『
呂
氏
春
秋
』
孟
春
紀
の
本
生

不
謀
而
当
、
不
慮
而
得
、
精
通
乎
天
地
、
神

　
　
か
　
　
　
　
　
ご
と

　
　
此
く
の
若
き
人
は
、
言
は
ず
し
て
信
、
謀
ら
ず
し
て
当
た

　
　
り
、
慮
ら
ず
し
て
得
、
精
、
天
地
に
通
じ
、
神
、
宇
宙
を

　
　
覆
う
。

釈
一
聖
人
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
人
は
、
何
も
言
わ
な
く
と
も
言

　
　
葉
に
信
が
あ
り
、
は
か
り
ご
と
を
せ
ず
と
も
当
を
得
て
、

　
　
あ
れ
こ
れ
考
え
な
く
と
も
必
要
な
も
の
を
得
る
こ
と
が
で

　
　
き
、
そ
の
気
持
ち
は
天
地
に
通
じ
、
心
は
宇
宙
を
覆
う
の

　
　
で
あ
る
。

「
こ
の
世
界
」
で
あ
る
。

　
以
上
の
例
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
「
宇
宙
」
と
い
う
言
葉
は
、
少
な
く

と
も
中
国
の
春
秋
戦
国
時
代
に
は
文
献
に
書
か
れ
る
く
ら
い
に
は
浸
透
し
て

い
た
言
葉
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
意
味
は
「
こ
の
世
界
（
空
間
だ
け
で
な
く
、

時
間
の
概
念
も
含
む
）
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
古
代
の
辞
書
は
ど
う
記
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

後
漢
の
許
愼
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
最
古
の
部
首
別
辞
書
で
あ
る
『
説
文
解

字
』
（
使
用
し
た
の
は
段
玉
裁
が
注
を
付
し
た
『
説
文
解
字
注
』
（
段
注
本
と

通
称
）
で
あ
る
）
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
書
き
下
し
・
抄
釈
は
筆
者
に
よ
っ

た
。
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
部
分
が
本
文
、
他
は
注
文
で
あ
る
）

「
宇
」
屋
邊
也
。
幽
風
。
八
月
在
宇
。
陸
徳
明
日
。
屋
四
垂
爲
宇
。
引
韓
詩

　
　
宇
、
屋
奮
也
。
高
誘
注
准
南
日
。
宇
、
屋
権
也
。
引
伸
之
凡
邊
謂
之

　
　
宇
。
如
輪
人
爲
蓋
上
欲
尊
而
宇
欲
卑
、
左
傳
云
在
君
之
宇
下
、
又
云

　
　
失
其
守
宇
皆
是
也
。
宇
者
、
言
其
邊
。
故
引
伸
之
義
又
爲
大
。
文
子

　
　
及
三
蒼
云
。
上
下
四
方
謂
之
宇
。
往
古
來
今
謂
之
宙
。
上
下
四
方
者
、

　
　
大
之
所
際
也
。
荘
子
云
。
有
實
而
無
乎
庭
者
、
宇
也
。
有
長
而
無
本

　
　
剰
者
、
宙
也
。
有
實
而
無
乎
庭
、
謂
四
方
上
下
實
有
所
際
。
而
所
際

　
　
之
庭
不
可
得
到
。
杁
｛
。
弓
聲
。
王
築
切
。
五
部
。
易
日
。
上
棟
下

　
　
宇
。
鍛
僻
傳
文
。
虞
翻
日
。
宇
謂
屋
邊
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん
ぷ
う

　
書
き
下
し
　
屋
邊
な
り
。
幽
風
、
「
八
月
は
宇
に
在
り
。
」
と
い
ふ
。
陸

　
　
　
　
　
　
徳
明
が
曰
く
、
「
屋
は
四
垂
を
宇
と
す
。
」
韓
詩
を
引
く
「
宇
、

　
　
　
　
　
　
屋
竈
な
り
。
」
と
。
高
誘
が
注
に
、
潅
南
の
曰
く
、
「
宇
、

　
　
　
　
　
　
お
く
た
ん

　
　
　
　
　
　
屋
櫓
な
り
。
」
之
を
引
伸
し
凡
そ
辺
な
る
を
之
れ
宇
と
謂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
だ
　
　
　
　
た
か

　
　
　
　
　
　
ふ
。
人
の
輪
す
る
が
如
く
蓋
し
上
尊
き
を
欲
し
而
し
て
宇

　
　
　
　
　
　
ひ
く

　
　
　
　
　
　
卑
き
を
欲
す
る
と
す
、
左
伝
に
云
ふ
、
「
君
在
す
は
之
れ

　
　
　
　
　
　
宇
の
下
」
と
、
又
云
ふ
「
其
の
守
宇
を
失
ふ
」
と
、
皆
な

　
　
　
　
　
　
是
れ
な
り
。
宇
は
、
其
の
辺
な
る
を
言
ふ
。
故
に
之
を
引

　
　
　
　
　
　
伸
す
る
義
ま
た
大
な
り
。
文
子
及
び
三
蒼
に
云
は
く
、
「
上

　
　
　
　
　
　
下
四
方
之
を
宇
と
謂
ふ
。
往
古
来
今
之
を
宙
と
謂
ふ
。
上
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下
四
方
は
、
大
の
際
ま
る
所
な
り
」
と
。
荘
子
に
云
は
く
、

　
　
　
「
実
有
り
而
し
て
無
乎
処
な
る
者
は
宇
な
り
。
長
有
り
而

　
　
　
し
て
無
本
劇
な
る
者
は
宙
な
り
。
」
と
。
実
り
有
り
而
し

響
　
　
て
無
乎
処
は
、
四
方
上
下
は
実
有
る
の
際
ま
る
所
な
る
を

　
　
　
謂
ふ
。
而
し
て
所
際
の
処
は
到
る
を
得
る
べ
か
ら
ず
。
｛

　
　
　
し
た
が

　
　
　
に
杁
ふ
。
考
聲
な
り
。
王
築
の
切
。
五
部
。
易
に
日
ふ
、
「
上

　
　
　
棟
下
宇
」
と
。
繋
辞
伝
の
文
。
虞
翻
に
日
ふ
、
宇
は
屋
辺

　
　
　
を
謂
ふ
な
り
。
」
と
。

　
釈
”
本
義
は
「
屋
辺
」
、
つ
ま
り
屋
根
の
端
、
す
な
わ
ち
軒
で

　
　
　
あ
る
。
そ
こ
か
ら
意
味
を
拡
張
し
て
、
「
実
有
る
の
際
ま

　
　
　
る
所
」
す
な
わ
ち
四
方
上
下
、
こ
の
世
の
限
り
を
覆
う
大

　
　
　
屋
根
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

「
宙
」
舟
輿
所
極
覆
也
。
（
段
注
）
覆
者
、
反
也
。
與
復
同
。
往
來
也
。
舟

　
　
輿
所
極
覆
者
、
謂
舟
車
自
此
至
彼
而
復
還
此
如
循
環
然
。
故
其
字
駄

　
　
由
。
如
軸
字
杁
由
也
。
訓
詰
家
皆
言
上
下
四
方
日
宇
。
往
古
來
今
日
宙
。

　
　
由
今
潮
古
。
復
由
古
沿
今
。
此
正
如
舟
車
自
此
至
彼
、
復
自
彼
至
此

　
　
皆
如
循
環
然
。
荘
周
書
云
。
有
實
而
無
乎
庭
者
宇
也
。
有
長
而
無
本

　
　
劇
者
宙
也
。
本
劉
即
本
末
。
荘
子
説
正
與
上
下
四
方
日
宇
、
往
古
來

　
　
今
日
宙
同
。
亦
謂
其
大
無
極
、
其
長
如
循
環
也
。
許
言
其
本
義
。
他

　
　
書
言
其
引
伸
之
義
。
其
字
杁
｛
者
、
宙
不
出
乎
宇
也
。
章
昭
日
。
天

　
　
宇
所
受
日
宙
。
杁
｛
。
准
南
覧
冥
訓
。
燕
雀
以
爲
鳳
皇
不
能
與
事
於

　
　
宇
宙
之
間
。
高
注
。
宇
、
屋
籍
也
。
宙
、
棟
梁
也
。
引
易
上
棟
下
宇
。

然
則
宙
之
本
義
謂
棟
。
一
演
之
爲
舟
輿
所
極
復
。
再
演
之
爲
往
古
來
今
。

則
駄
（
爲
天
地
臭
。
由
聲
。
直
又
切
。
三
部
。

書
き
下
し
　
舟
輿
の
極
ま
り
て
覆
す
る
所
な
り
。
（
段
注
）
覆
は
反
な
り
。

　
　
　
　
　
復
と
同
じ
。
往
来
な
り
。
舟
輿
の
極
ま
り
て
覆
す
る
所
な

　
　
　
　
　
る
は
、
舟
車
此
よ
り
彼
に
至
り
復
た
此
に
還
る
が
如
く
循

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が

　
　
　
　
　
環
す
る
こ
と
然
る
を
謂
ふ
。
故
に
其
の
字
由
に
駄
ふ
。
軸

　
　
　
　
　
の
字
由
に
杁
ふ
が
如
き
な
り
。
訓
詰
家
皆
な
上
下
四
方
を

　
　
　
　
　
宇
と
日
ふ
と
言
う
。
往
古
来
今
を
宙
と
日
ふ
。
由
は
今
よ

　
　
　
　
　
り
古
を
潮
る
。
復
た
由
は
古
今
に
沿
ふ
。
此
れ
正
に
舟
車

　
　
　
　
　
此
よ
り
彼
に
至
る
が
如
く
、
復
た
彼
よ
り
此
に
至
る
皆
な

　
　
　
　
　
循
環
す
る
が
如
し
。
荘
周
が
書
に
云
ふ
、
「
実
有
り
而
し

　
　
　
　
　
て
無
乎
処
な
る
者
は
宇
な
り
。
長
有
り
而
し
て
無
本
剰
な

　
　
　
　
　
る
者
は
宙
な
り
。
本
剰
即
ち
本
末
な
り
。
」
と
。
荘
子
の

　
　
　
　
　
説
正
に
上
下
四
方
を
宇
と
日
ひ
、
往
古
来
今
を
宙
と
日
ふ

　
　
　
　
　
に
同
じ
。
亦
た
其
の
大
な
る
は
極
ま
り
無
く
、
其
の
長
な

　
　
　
　
　
る
は
循
環
す
る
が
如
き
を
謂
う
。
其
の
本
義
を
言
ふ
許
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が

　
　
　
　
　
り
。
他
書
に
其
の
引
伸
の
義
を
言
ふ
、
「
其
の
字
ん
に
杁

　
　
　
　
　
ふ
は
、
宙
は
宇
を
出
で
ざ
る
な
り
。
」
と
。
章
昭
が
曰
く
、
「
天

　
　
　
　
　
の
宇
を
受
け
る
所
を
宙
と
日
ふ
。
」
と
。
｛
に
杁
ふ
。
准

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
へ
ら

　
　
　
　
　
南
覧
冥
訓
、
「
燕
雀
以
為
く
鳳
皇
と
宇
宙
の
間
に
お
い
て

　
　
　
　
　
争
う
能
は
ず
。
」
高
注
、
「
宇
は
、
屋
籏
な
り
。
宙
は
、
棟

　
　
　
　
　
梁
な
り
。
」
易
を
引
く
に
、
「
上
棟
下
宇
」
と
い
ふ
。
然
る

　
　
　
　
　
に
則
ち
宙
の
本
義
は
棟
と
謂
ふ
。
一
演
し
之
を
舟
輿
の
極
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抄

　
　
ま
り
て
復
す
る
所
と
な
す
。
再
演
し
之
を
往
古
來
今
と
な

　
　
す
。
則
ち
｛
に
杁
ひ
て
天
地
と
な
す
。
由
の
聲
。
直
又
の

　
　
切
。
三
部
。

釈
　
本
義
は
「
棟
」
、
つ
ま
り
屋
根
の
て
っ
ぺ
ん
を
貫
く
棟
木

　
　
の
こ
と
。
そ
こ
か
ら
意
味
を
拡
張
し
て
「
舟
輿
の
極
ま
り

　
　
て
覆
す
る
所
」
か
つ
「
軸
」
の
字
と
同
系
と
い
う
か
ら
、

　
　
地
軸
を
中
心
と
し
て
広
が
る
こ
の
世
界
（
あ
る
い
は
そ
れ

　
　
を
覆
う
天
蓋
）
と
な
り
、
更
に
拡
張
さ
れ
て
過
去
・
現
在
・

　
　
未
来
の
時
間
の
広
が
り
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
宇
」
、
「
宙
」
と
も
、
元
は
建
物
の
屋
根
の
特
定
部
分
を
指
す
言
葉
だ
っ

た
も
の
が
、
意
味
を
拡
張
さ
れ
て
「
宇
」
は
世
界
を
覆
う
大
屋
根
、
「
宙
」

は
時
間
の
広
が
り
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

三
．

日
本
に
お
け
る
「
宇
宙
」
の
用
例
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
古
か
ら
中
世
ま
で

　
日
本
に
「
宇
宙
」
と
い
う
言
葉
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
『
千
字
文
』
と
同

時
、
つ
ま
り
漢
字
伝
来
と
同
時
だ
と
い
う
の
は
、
伝
説
の
域
を
出
な
い
。
正

確
な
考
察
を
行
う
た
め
に
は
、
成
立
年
代
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
他
の
文
献

の
本
文
が
必
要
で
あ
る
。

　
筆
者
が
探
し
出
せ
た
中
で
最
古
の
文
献
は
、
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
に
お

け
る
例
で
あ
る
。
以
下
、
引
用
す
る
。
（
書
き
下
し
は
『
新
日
本
古
典
文
学

全
集
　
日
本
書
紀
』
（
小
学
館
）
に
よ
っ
た
）

故
其
父
母
二
神
、
勅
素
菱
鳴
尊
、
汝
甚
無
道
、
不
可
以
君
臨
宇
宙
。
固

當
遠
適
之
於
根
國
　
、
遂
逐
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
こ
と
の
り

書
き
下
し
　
故
、
其
の
父
母
二
神
、
素
菱
鳴
尊
に
勅
し
た
ま
は
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
づ
き
な
　
　
　
　
も
　
　
　
　
あ
め
の
し
た
　
　
き
　
み

　
　
　
　
　
「
汝
甚
だ
無
道
し
、
以
ち
て
宇
宙
に
君
臨
た
る
べ
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
も
と
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
か

　
　
　
　
　
固
當
遠
く
根
の
國
へ
適
れ
」
と
の
り
た
ま
ひ
、
遂
に
逐
ひ

　
　
　
　
　
た
ま
ふ
）
。

通
　
　
釈
一
そ
の
父
母
の
二
柱
の
神
は
素
菱
鳴
尊
に
勅
し
て
、
「
お
前

　
　
　
　
　
は
ま
っ
た
く
ひ
ど
い
乱
暴
者
だ
。
そ
れ
で
こ
の
天
下
に
君

　
　
　
　
　
臨
し
て
は
な
ら
な
い
。
必
ず
遠
く
根
の
国
に
行
っ
て
し
ま

　
　
　
　
　
え
」
と
仰
せ
ら
れ
て
、
と
う
と
う
追
放
な
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
日
本
最
古
の
漢
詩
文
集
で
あ
る

例
が
見
い
だ
せ
る
。

『
懐
風
藻
』
、
そ
の
序
文
に
用

道
格
乾
坤
。
功
光
宇
宙
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
　
　
　
い
さ
を
し
　
　
　
　
　
　
　
て

書
き
下
し
一
道
は
乾
坤
に
格
り
、
功
は
宇
宙
に
光
れ
り
。

通
　
　
釈
」
天
使
の
道
は
天
地
に
至
り
達
し
、
そ
の
功
業
は
あ
ま
ね
く

　
　
　
　
　
天
下
に
か
が
や
き
渡
っ
た
。

　
平
安
時
代
に
な
る
と
、

が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
本
朝
文
粋
』
巻
一
、
紀
長
谷
雄
「
柳
化
為
松
賦
」
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凡
宇
宙
之
内
、
何
奇
不
生
、
天
地
之
間
、
何
惟
不
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

書
き
下
し
　
凡
そ
宇
宙
の
内
、
何
れ
の
奇
生
ら
ざ
ら
ん
、
天
地
の
間
、

　
　
　
　
　
何
れ
の
惟
有
ら
ざ
ら
ん
や
。

通
　
　
釈
　
お
よ
そ
こ
の
世
の
う
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
奇
妙
な
こ
と
が

　
　
　
　
　
生
じ
よ
う
か
。
天
地
の
間
に
ど
の
よ
う
な
怪
現
象
が
あ
ろ

　
　
　
　
　
う
か
。

　
中
世
で
は
、
『
太
平
記
』
巻
一
四
、
「
新
田
足
利
確
執
奏
状
の
事
」
に
例

を
見
い
だ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
う
ご

　
　
神
武
鋒
端
を
揺
か
し
、
聖
文
宇
宙
を
定
す
る
な
り
。

　
　
通
　
　
釈
　
神
の
ご
と
き
武
徳
は
軍
勢
の
鉾
先
を
動
か
し
、
聖
人
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
と
き
文
徳
は
天
地
を
鎮
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
っ
ぽ

　
た
だ
し
、
中
世
最
末
期
の
『
日
葡
辞
書
』
に
よ
れ
ば
、
「
宇
宙
」
は
「
文
章
語
」

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
代
に
人
口
に
謄
灸
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑

問
が
あ
る
。
ま
た
、
中
世
に
お
い
て
「
天
下
・
国
家
」
な
ど
の
意
味
を
表
す

言
葉
は
、
仏
教
用
語
を
起
源
と
す
る
「
世
界
」
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
と
の

指
摘
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
ま
で
は
「
天
下
・
．
国
家
・
こ
の
世
一

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
間
違
い
が
な
い
だ
ろ
う
。

の
意
味
で
使

四
．

日
本
に
お
け
る
「
宇
宙
」
の
用
例
二

　
　
　
　
　
　
　
ー
近
代
科
学
用
語
と
し
て

　
明
治
維
新
は
、
日
本
に
非
常
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
西
洋
基
準
で
あ

る
と
こ
ろ
の
「
国
際
社
会
」
に
参
画
し
て
行
く
に
あ
た
っ
て
、
急
速
に
西
洋

の
文
物
を
輸
入
し
、
文
明
開
化
と
総
称
さ
れ
る
社
会
の
大
変
革
が
行
わ
れ
た
。

本
章
で
は
、
そ
ん
な
時
期
の
新
聞
・
雑
誌
・
一
般
書
籍
な
ど
の
印
刷
刊
行
物

か
ら
「
宇
宙
」
の
用
例
を
探
し
出
し
、
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
筆
者
は
、
明
治
時
代
以
降
第
二
次
大
戦
中
ま
で
の
教
科
書
を
集
大
成

し
た
『
日
本
教
科
書
体
系
　
近
代
編
』
の
二
一
巻
よ
り
始
ま
る
「
理
科
編
」

を
ひ
も
と
い
て
み
た
。
「
宇
宙
」
と
い
う
言
葉
は
理
化
学
用
語
で
あ
り
、
す

る
と
学
校
教
育
は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。
す
る
と
、
確
か
に
小
学
校
の
博
物
学
の
教
科
書
に
、
「
宇
宙
」
と
い
う

語
が
見
い
だ
せ
た
。

　
　
　
が
し
し
ょ
が
く
し
ゆ
ち

　
①
『
牙
氏
初
学
須
知
』
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
＝
月
田
中
耕
三

訳
　
沢
渡
太
郎
訂
（
原
著
：
．
Q
り
巨
見
Φ
ω
い
Φ
9
母
①
ω
ω
¢
＝
Φ
ω
Q
り
自
窪
8
ψ
δ
の

〉
寡
ω
①
け
　
ぎ
9
ω
巳
①
、
、
」
°
O
自
。
「
二
〇
q
器
ω
」
○
。
鵡
）

　
　
巻
之
一
　
第
三
　
天
艦
系
統

　
天
禮
系
統
ト
ハ
宇
宙
ヲ
聚
成
ス
ル
天
髄
ノ
総
稽
ニ
シ
テ
、
其
真
ノ
法
則
ヲ

　
　
　
　
　
　
ブ
ロ
ン
ア
　
　
　
　
　
　
　
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

螢
明
セ
シ
バ
、
普
魯
士
ノ
星
學
士
歌
白
尼
ナ
リ
、
（
ル
ビ
は
筆
者
）

8
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②
『
具
氏
博
物
学
』
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
年
二
月
須
川
賢
久
訳

　
田
中
芳
男
校
閲
（
原
著
　
、
、
》
鷺
0
8
ユ
巴
口
讐
霞
巴
三
ω
け
o
員
口
Φ
日
σ
轟
o
ヨ
＠
Q

鋤
≦
①
≦
o
h
笹
①
巨
づ
臼
巴
▼
く
Φ
Φ
q
Φ
富
巳
ρ
9
・
巳
帥
三
ヨ
巴
町
コ
Φ
q
住
o
日
の
゜
8
「
跨
①

口
ω
①
o
h
ω
o
げ
o
o
『
．
．
9
Q
。
帥
ヨ
ロ
9
¢
Ω
o
o
酔
8
プ
」
°
。
お
の
一
㊤
刈
O
増
刷
本
）
（
注
三
）

　
　
巻
一
　
第
一
編
　
有
形
界
　
有
形
界
の
彊
域
論

　
夫
レ
人
ハ
萬
物
中
ノ
最
霊
ナ
ル
者
ナ
レ
ハ
宇
宙
間
ノ
萬
物
ヲ
窮
察
ス
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
つ
か

ト
能
ク
ス
ヘ
シ
然
ル
ニ
地
所
ノ
何
如
ヲ
論
セ
ス
其
属
目
ス
ル
所
ハ
唯
綾
二
全

宇
宙
ノ
小
匿
ノ
ミ
ニ
過
キ
ス

　
巻
四
　
第
四
編
　
動
物
界

　
上
條
（
筆
者
注
　
前
巻
ま
で
の
内
容
を
指
す
）
既
二
宇
宙
間
ハ
地
球
太
陽

系
恒
星
等
ヲ
造
構
セ
ル
物
ト
其
含
蓄
セ
ル
物
ト
ヲ
包
括
ス
ル
コ
ト
ヲ
論
説
セ

リ　
こ
の
二
点
の
書
籍
は
、
教
科
書
で
と
し
て
使
用
さ
れ
た
本
で
あ
り
、
現
代

的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
教
育
を
受
け
た
世
代
が

「
宇
宙
」
と
い
う
言
葉
を
、
現
代
的
な
意
味
で
自
ら
の
著
作
に
お
い
て
使
用

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
筆
者
は
、
「
宇
宙
」
と
い
う
言

葉
が
現
代
的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
時
期
を
、
明
治
時
代
初
期
の
学

校
教
育
に
お
い
て
だ
っ
た
ろ
う
と
推
測
す
る
。

　
次
に
、
新
聞
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
刊
行
以
来
の
縮
刷
版
・
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
版
を
丹
念
に
繰
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
は
試
み
に

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
明
治
時
代
か
ら
の
誌
面
が
、

検
索
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ

読
売
新
聞
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
の
み
で
あ
る
。
他
紙
の
整
備
を
望
む
。

　
今
回
は
明
治
大
学
が
導
入
し
て
い
る
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
で
、
見
出

し
・
本
文
検
索
機
能
を
使
っ
て
記
事
を
抽
出
し
、
表
示
さ
れ
た
結
果
を
一
件

ず
つ
確
認
す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
宇
宙
空
間
」
と
い

う
意
味
で
「
宇
宙
」
を
用
い
た
の
は
、
恐
ら
く
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
年
）

十
一
月
八
日
朝
刊
の
「
茶
ぱ
な
し
」
（
現
在
で
言
う
と
こ
ろ
の
コ
ラ
ム
記
事
）

が
最
初
で
あ
ろ
う
と
の
結
果
を
得
た
。
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
彗
星
・
流
星
・

流
星
群
で
あ
る
。
以
下
、
当
該
箇
所
を
引
用
す
る
。
（
変
体
が
な
は
通
常
の

も
の
に
、
漢
字
は
常
用
漢
字
体
に
改
め
た
）

◎
流
星
が
宇
宙
に
存
在
す
る
数
は
先
ず
言
わ
ば
此
世
界
で
塵
の
飛
ぶ
様

　
な
も
の
で
あ
っ
て
之
れ
が
空
気
に
触
れ
る
と
摩
擦
し
て
光
を
発
す
る

　
此
の
流
星
が
十
一
月
の
半
ば
に
最
も
多
く
現
わ
る
る
こ
と
は
小
学
読

　
本
に
も
載
っ
て
居
る

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
小
学
読
本
に
も
載
っ
て
居
る
」
と
い
う
語
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
宇
宙
は
、
明
ら
か
に
現
在
一
般
的
な
「
宇
宙
」
、
つ
ま
り
大

気
圏
の
外
の
広
大
な
広
が
り
の
こ
と
を
指
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
宇
宙

空
間
か
ら
や
っ
て
く
る
流
星
の
発
光
原
理
は
、
小
学
校
の
教
科
書
に
載
っ
で

9



い
る
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

ろ
う
。

学
校
教
育
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
例
で
あ

　
三
番
目
に
、
一
般
書
籍
め
タ
イ
ト
ル
に

的
早
い
例
を
挙
げ
て
い
く
。

「
宇
宙
」
が
用
い
ら
れ
た
、
比
較

界
全
体
を
包
括
す
る
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
後
半
の
最
新
宇

宙
論
の
解
説
で
は
も
ち
ろ
ん
現
代
的
な
意
味
で
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
筆
者
は
原
著
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
文
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
語
が
「
宇
宙
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
か
、
詳
細
は
不
明
で

あ
る
。

10

③
三
宅
雪
嶺
『
宇
宙
』
（
政
教
社
、
，
一
九
〇
九
年
）

　
宇
宙
論
的
な
内
容
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
内
容
は
哲
学
か
ら
天
文
学
、
倫
理
学

に
及
び
、
深
い
。
こ
こ
で
の
「
宇
宙
」
の
用
い
ら
れ
方
は
、
現
在
の
「
世
界
」

と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
一
概
に

は
言
え
な
い
。

②
ア
レ
ニ
ウ
ス
著
、
＝
戸
直
蔵
・
小
川
清
彦
共
訳
『
宇
宙
開
聞
論
史
』
（
大

　
蔵
書
店
、
一
九
一
二
年
）

　
本
書
の
原
著
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
科
学
者
で
、
電
解
質
の
解
離
の
理
論
に

関
す
る
業
績
に
よ
っ
て
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
ス
ヴ
ァ
シ
テ
・
ア

レ
ニ
ウ
ス
（
一
八
五
九
年
～
一
九
二
七
年
）
の
『
U
δ
＜
o
諺
け
巴
琶
映
く
o
日

ミ
①
一
碍
①
9
巳
㊦
§
≦
節
民
①
一
島
ω
憎
N
簿
魯
』
（
冨
言
N
蒔
》
冨
α
①
慧
ω
魯
Φ

＜
Φ
ユ
鎚
ω
ゆ
Q
①
ω
Φ
＝
。
。
o
冨
沖
一
㊤
O
°
。
）
で
あ
る
。
本
書
は
哲
学
的
な
、
宇
宙
創
造

神
話
に
関
す
る
考
察
か
ら
論
を
始
め
、
当
時
最
新
の
宇
宙
論
に
つ
い
て
ま
で

を
述
べ
た
概
説
書
で
あ
り
、
随
所
に
「
宇
宙
」
の
語
が
登
場
す
る
。
原
タ

イ
ト
ル
の
「
芝
Φ
詳
o
鳥
Φ
σ
警
ユ
Φ
」
（
直
訳
す
れ
ば
「
世
界
創
造
」
と
な
ろ
う
か
）

を
字
宙
開
關
と
訳
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
宇
宙
」
は
、
内
容
か
ら
か
、
世

③
H
・
G
・
ウ
ェ
ル
ズ
著
、
光
用
穆
訳
『
宇
宙
戦
争
』
（
秋
田
書
院
、

一
九
一
五
年
）

　
　
原
著
は
『
↓
げ
①
≦
費
o
h
9
Φ
芝
霞
匡
ω
』
（
い
o
昌
α
8
一
芝
農
⇔
5

自
①
ヨ
①
ヨ
き
戸
一
゜
。
ゆ
゜
。
）
で
あ
り
、
S
F
小
説
の
嗜
矢
の
一
冊
で
あ
る
。
タ
イ

ト
ル
の
≦
〇
二
α
を
宇
宙
と
訳
し
て
い
る
。
今
日
で
は
輯
o
鴨
己
は
一
般
的
に

「
世
界
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
宇
宙
」
を
宛
て
る
の
が
特
徴
か
。

④
大
島
豊
『
現
代
科
學
の
綜
合
に
基
く
宇
宙
論
』
（
第
一
書
房
、
一
九
三
二
年
）

　
哲
学
書
。
哲
学
用
語
で
言
う
と
こ
ろ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
訳
語
と
し
て
「
宇

宙
論
」
を
宛
て
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
傭
鰍
し
て
い
く
と
、
哲
学
用
語
が
目
立
つ
。
宇
宙
論
、
す
な
わ

ち
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
は
今
日
哲
学
の
一
分
野
で
あ
り
、
ま
た
、
か
つ
て
は
博
物

学
に
含
ま
れ
て
い
た
天
文
学
の
成
果
も
宇
宙
論
に
投
影
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
か
。

　
今
回
挙
げ
た
例
は
、
当
然
な
が
ら
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
さ

ら
な
る
考
察
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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（
注
三
）
原
書
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
凡
例
は

　
　
米
人
「
グ
ー
ド
リ
ッ
チ
」
氏
ノ
原
撰
ニ
シ
テ
學
校
ノ
所
用
本
二
係
レ
リ
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ラ
　
デ
　
ル
　
ピ
　
ア

　
　
［
千
八
百
七
十
年
即
我
明
治
三
年
庚
午
非
拉
特
勒
飛
亜
府
（
筆
者
注
一
ル
ビ
は

　
　
マ
マ
）
ノ
刷
版
ニ
シ
テ
原
名
を
「
ピ
ク
ト
リ
ア
ル
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
、
ヒ
ス
ト
リ
ー
」

　
　
ト
日
フ
挿
壷
博
物
論
ト
云
ヘ
ル
義
ナ
リ
今
之
ヲ
課
シ
テ
博
物
學
ト
題
ス

　
と
す
る
。
た
だ
し
、
原
著
者
で
あ
る
ω
゜
O
．
O
o
o
時
8
7
氏
は
一
八
六
〇
年
に
死
去

　
し
て
お
り
、
凡
例
の
通
り
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
『
具
氏
博
物
学
」
の
底
本
は
没
後

　
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
米
国
議
会
図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー

　
ス
に
よ
れ
ば
、
ω
鋤
日
o
色
の
O
o
o
紆
討
7
の
手
に
な
る
『
〉
豆
2
9
巴
口
讐
二
邑

　
三
ω
8
嵩
一
①
ヨ
σ
轟
〇
一
昌
σ
q
国
≦
①
≦
o
h
夢
0
3
冨
①
冨
r
く
①
ゆ
奄
o
富
σ
一
ρ
四
⇒
臨
国
三
ヨ
巴

　
践
口
ゆ
鳶
島
o
ヨ
ψ
8
「
号
①
⊆
ω
Φ
o
h
°
・
。
『
0
9
ω
』
と
い
う
、
ま
さ
に
学
校
使
用
を
念
頭
に

　
置
い
て
書
か
れ
た
本
が
一
八
四
二
年
に
出
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
同
書
は
英

　
国
・
米
国
の
様
々
な
都
市
で
出
版
さ
れ
た
よ
う
で
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
い

　
て
は
↓
ぎ
ヨ
鋤
ω
゜
O
o
芝
O
霞
島
毛
巴
辞
俸
O
P
°
・
コ
ユ
Ω
「
凝
ゆ
q
卿
国
目
o
酢
に
よ
っ
て
出
さ

　
れ
た
と
い
う
奥
付
が
あ
る
。
コ
千
八
百
七
十
年
（
中
略
）
ノ
刷
版
」
と
は
、
お

　
そ
ら
く
こ
の
本
の
増
刷
で
あ
ろ
う
。

五
．

日
本
に
お
け
る
「
宇
宙
」
の
用
例
三

　
　
　
　
　
英
和
・
和
英
辞
典
に
お
け
る
訳
語
と
し
て
の
扱
い

　
こ
の
章
で
は
、
主
に
幕
末
以
降
の
英
和
辞
典
を
も
と
に
、
英
語
の
訳
語
と

し
て
「
宇
宙
」
が
宛
て
ら
れ
て
い
っ
た
過
程
を
追
っ
て
い
く
。
着
目
し
た
の

は
「
°
。
℃
碧
Φ
」
「
⊆
三
く
①
「
ω
①
」
「
O
O
o
o
ヨ
O
o
a
」
と
い
う
単
語
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
現
代
の
英
和
辞
典
で
、
「
ω
冨
8
」
「
¢
三
く
霞
ω
Φ
」
「
8
ω
ヨ
o
ω
」
が

ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。
使
用
し
た
の
は
研
究
社
新

英
和
大
辞
典
第
六
版
（
研
究
社
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
で
あ
る
。
発
音
記
号
・

用
例
な
ど
は
省
略
し
た
。

ω
℃
9
0
①

　
名
詞

　
1
．
a
（
丁
二
・
三
次
元
の
）
一
定
の
広
が
り

　
　
　
b
空
所
、
あ
き
場
所
、
ス
ペ
ー
ス
（
「
o
o
日
）
《
電
算
》
（
1
字
分
の
）

　
　
　
ス
ペ
ー
ス
一
空
白

　
2
．
a
（
特
定
の
目
的
の
た
め
の
）
区
域
、
場
所

　
　
　
b
［
集
合
的
に
も
用
い
て
］
（
列
車
・
飛
行
機
な
ど
の
予
約
）
座
席
、

　
　
　
席

　
3
．
a
空
間

　
　
　
b
大
気
圏
外
一
（
太
陽
系
を
越
え
た
）
宇
宙
、
宇
宙
空
間

　
4
．
a
（
時
の
）
間
（
ユ
⊆
茜
鉱
o
口
）
、
時
間
（
O
①
『
δ
巳

　
　
　
b
し
ば
ら
く
（
の
間
）

　
5
．
a
（
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
）
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
時
間

　
　
　
b
（
雑
誌
な
ど
の
）
広
告
欄

　
6
．
《
口
語
》
（
好
き
な
こ
と
を
し
た
り
、
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
た
り
す

　
　
　
る
）

　
　
　
自
由
、
不
干
渉
、
自
主
、
独
立

　
7
．
《
印
刷
》
ス
ペ
ー
ス

ll



8
。
《
音
楽
》
《
五
線
譜
の
）
線
間

9
　
《
通
信
》
間
隔
、
ス
ペ
ー
ス

ー
0
．　
　
a
（
絵
画
に
お
け
る
）
空
間

　
　
b
（
絵
画
な
ど
で
）
平
面
上
に
表
さ
れ
た
奥
行
き
の
感
じ

　
　
《
数
学
》
空
間

1
1
．

二
三
ぐ
興
ω
Φ

　
名
詞

　
　
0

　
1　　
［
葺
⑦
～
］
宇
宙
（
8
ω
日
o
ω
）
、
万
有
、
天
地
万
物
、
森
羅
万
象

2
．
［
9
①
～
］
（
人
間
の
住
む
）
世
界
（
芝
o
ユ
住
）
、
［
集
合
的
］
全
人
類
（
巴

　
　
日
節
昌
匠
⇒
価
）

3
．
a
［
昏
Φ
～
］
天
界
、
天
空

　
　
b
銀
河
系
（
宇
宙
）
（
o
q
巴
貴
《
）

4
．
（
概
念
上
・
現
実
上
で
一
定
の
有
機
的
組
織
を
成
す
と
み
な
さ
れ
る
）

　
　
分
野
、
領
域
（
ω
9
興
ρ
冒
o
≦
琴
Φ
）

5
．
多
数
、
多
量

6
0
q
o
ヨ
O
ω

　
名
詞

　
1
．
a
［
子
Φ
～
］
（
秩
序
整
然
と
し
た
体
系
と
し
て
考
え
ら
れ
た
）
宇
宙

　
　
　
b
（
整
然
と
し
た
）
秩
序
、
調
和

　
2
．
（
観
念
・
経
験
な
ど
の
）
完
全
体
系
、
統
一
的
組
織

　
3
．
コ
ス
モ
ス
《
キ
ク
科
コ
ス
モ
ス
属
（
O
o
ω
ヨ
o
ω
）
の
植
物
の
総
称
》

　
次
に
、
末
尾
に
付
し
た
各
辞
書
の
調
査
結
果
表
を
上
か
ら
順
番
に
解
説
し

て
い
く
。
適
宜
参
考
に
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
ほ
し
い
。

　
ま
ず
は
二
巳
く
角
ω
①
だ
。
こ
れ
は
、
一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
出
版
の
『
英

華
字
彙
』
で
既
に
宇
宙
の
語
が
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
『
英
華
字
彙
』
は
英
中

辞
典
で
あ
る
≦
農
9
。
ヨ
ω
の
『
英
華
韻
府
歴
階
』
（
一
八
四
四
年
）
の
翻
訳
な

の
で
、
二
巳
く
霞
゜
。
①
1
1
宇
宙
と
い
う
の
は
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
語
彙
で

あ
る
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
『
英
華
字
彙
』
に
お

け
る
「
宇
宙
」
は
、
現
代
的
な
意
味
で
の
宇
宙
で
は
な
い
よ
う
だ
。
「
十
方
」

と
合
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
で
言
う
「
世
界
・
こ
の
世
」
と
近

い
。
こ
れ
は
『
荘
子
』
『
准
南
子
』
か
ら
変
化
し
て
い
な
い
。
他
書
で
も
「
あ

ら
ゆ
る
も
の
・
天
地
万
物
」
な
ど
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
現
在
の
「
宇

宙
」
か
ら
は
や
や
隔
た
っ
た
意
味
だ
。
た
だ
し
、
β
巳
く
嘆
ω
①
の
本
来
の
意

味
を
考
え
る
と
、
『
英
華
字
彙
』
他
は
適
切
な
翻
訳
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
今
回
調
査
対
象
と
し
た
辞
書
で
『
英
華
字
彙
』
よ
り
も
古
い
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
げ
　
り
　
あ

一
八
一
四
年
（
文
化
一
一
）
の
『
諸
厄
利
亜
語
林
大
成
』
の
み
だ
が
、
こ
れ

に
信
巳
く
Φ
房
①
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
次
に
、
ω
B
o
①
だ
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
「
ω
冨
8
」
を
そ
れ
の
み
で
「
宇
宙
」

と
訳
す
例
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
戦
前
の
英
和

辞
書
で
は
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
こ
の
『
新
英
和
大
辞
典
』
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
「
。
巴
①
巴
鉱
ω
冨
o
①
」
と
い
う
成
語
に
「
宇
宙
」
の
訳
が
与
え
ら
れ
、

「
ω
O
霧
①
」
に
は
、
空
間
・
隙
間
と
い
う
訳
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
現
代
日
本

で
は
宇
宙
1
1
宇
宙
空
間
1
1
ω
b
毬
Φ
と
い
う
図
式
が
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
結

果
を
見
る
と
元
々
「
o
①
δ
ω
什
巨
ω
冨
o
Φ
」
だ
っ
た
も
の
が
、
宇
宙
空
間
を
表

12



【研究ノート】「宇宙」の語源と語義の変遷

す
特
定
の
文
脈
に
お
い
て
省
略
さ
れ
て
「
ω
冨
8
」
と
な
り
、
そ
れ
が
一
般

化
し
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

　
最
後
に
8
ω
ヨ
o
ω
だ
。
こ
れ
は
明
治
初
年
の
辞
典
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な

い
言
葉
で
、
管
見
の
限
り
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）
の
『
和
英
語
林
集
成

（
3
版
丸
善
版
）
』
が
初
出
の
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は
「
世
界
」
の
語
が
宛
て
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
三
年
後
、
一
八
九
九
年
の
『
明
治
英
和
辞
典
』
で
は
既
に

「
宇
宙
」
が
宛
て
ら
れ
て
い
る
。

　
辞
典
と
い
う
の
は
、
語
の
意
味
を
解
説
す
る
書
物
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ

の
性
質
上
、
あ
る
語
の
新
し
い
使
わ
れ
方
が
出
現
し
た
場
合
は
、
そ
こ
か
ら

や
や
遅
れ
て
本
文
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
¢
巳
く
興
ω
①
や
8
ロ
ヨ
o
ω
、

あ
る
い
は
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
≦
〇
二
α
の
訳
語
と
し
て
の
「
宇
宙
」
が

比
較
的
早
く
辞
書
に
収
録
さ
れ
た
の
に
対
し
、
ω
冨
o
Φ
が
「
宇
宙
」
と
い
う

言
葉
で
辞
書
に
収
め
ら
れ
た
の
は
か
な
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

世
界
に
お
け
る
宇
宙
開
発
の
進
展
や
、
天
文
学
の
高
度
な
発
達
が
寄
与
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
。

六
．
お
わ
り
に

　
今
回
の
調
査
の
結
果
を
確
認
し
つ
つ
簡
潔
に
ま
と
め
る
。

　
「
宇
宙
」
と
い
う
言
葉
は
、
古
代
中
国
に
起
源
を
持
つ
。
そ
れ
が
日
本
に

移
入
さ
れ
た
の
は
、
奈
良
時
代
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

意
味
に
お
い
て
は
、
中
国
で
は
、
「
宇
」
、
「
宙
」
と
も
、
元
は
建
物
の
屋
根

の
特
定
部
分
を
指
す
言
葉
だ
っ
た
も
の
が
、
意
味
を
拡
張
さ
れ
て
「
宇
」
は

世
界
を
覆
う
大
屋
根
、
「
宙
」
は
時
間
の
広
が
り
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
状
態
で
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
「
天
下
・
国
家
・
こ
の
世
界
」
と
い
う
意

味
で
上
古
か
ら
近
世
ま
で
使
わ
れ
た
。

　
日
本
に
お
い
て
意
味
の
変
化
が
現
れ
た
の
は
、
調
査
の
限
り
で
は
、
明
治

維
新
後
の
西
洋
近
代
科
学
の
導
入
期
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
西
洋
の
博

物
学
書
を
翻
訳
し
た
、
学
制
初
期
の
日
本
の
教
科
書
に
お
い
て
「
宇
宙
」
の

語
が
使
用
さ
れ
は
じ
め
る
が
、
そ
の
時
点
で
従
来
の
意
味
に
付
け
加
え
て
、

現
代
に
連
な
る
、
「
星
間
空
間
・
大
気
圏
外
の
空
間
」
を
も
意
味
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
や
が
て
、
学
校
教
育
を
受
け
た
世
代
が
世
の
中
に
出
て
行
く
に

従
っ
て
、
「
宇
宙
」
の
語
は
一
般
化
し
、
一
般
書
や
新
聞
な
ど
で
も
使
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
辞
典
に
お
い
て
は
、
ロ
三
く
①
「
ω
？
o
o
ω
日
o
ω
・
≦
o
巨
自
に
比
較
的
早
く
に
「
宇

宙
」
の
語
が
宛
て
ら
れ
て
い
た
（
注
四
）
の
に
対
し
、
今
日
「
宇
宙
」
に
対

応
す
る
英
単
語
と
し
て
真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
ω
℃
9
。
o
Φ
を
単
独
で

「
宇
宙
」
と
訳
す
例
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
ら
な
い
と
登
場
し
な
い
。

　
明
治
維
新
に
よ
っ
て
本
格
化
し
た
西
洋
文
明
社
会
と
の
接
触
は
、
様
々
な

変
革
を
日
本
、
日
本
文
化
、
日
本
人
そ
の
も
の
に
も
た
ら
し
た
。
「
宇
宙
」

と
い
う
言
葉
も
ま
た
、
そ
の
例
に
漏
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
、
今
回
の
調
査

を
通
じ
て
強
く
感
じ
た
。

　
も
と
よ
り
本
調
査
は
完
全
を
期
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。
解
釈
の
間
違
い

や
資
料
取
扱
い
の
問
題
な
ど
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
読
者
諸
賢
の
ご
叱
正

と
ご
教
示
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
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（
注
四
）
≦
〇
二
に
は
、
『
諸
厄
利
亜
語
林
大
成
』
の
段
階
で
宇
宙
の
訳
語
が
宛
て
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
し
ん
ば
ら

　
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
出
版
の
尺
振
八
『
明
治
英
和
辞

　
典
」
（
六
合
館
）
に
お
い
て
も

　
　
≦
〇
二
〇
（
名
Y
　
世
界
。
世
。
界
。
人
間
界
○
人
事
。
世
事
○
万
有
。

　
　
宇
宙
○
人
類
○
斯
世
。
現
世
○
大
数
。
億
兆
。

の
記
述
が
確
認
で
き
る
。

参
考
文
献

・
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』

　
（
二
〇
〇
一
年
一
．
一
月
、
小
学
館
）

・
竹
林
滋
等
編
『
研
究
社
　
新
英
和
大
辞
典
　
第
六
版
』
（
研
究
社
、

　
二
〇
〇
二
年
三
月
）

・
新
村
出
『
広
辞
苑
』
第
六
版
（
二
〇
〇
八
年
一
月
、
岩
波
書
店
）

・
阿
部
吉
雄
・
山
本
敏
夫
・
市
川
安
司
・
遠
藤
哲
夫
『
老
子
・
荘
子
　
上
』

　
新
釈
漢
文
大
系
7
（
一
九
六
六
年
十
一
月
、
明
治
書
院
）

・
市
川
安
司
・
遠
藤
哲
夫
『
荘
子
　
下
』
新
釈
漢
文
大
系
8
（
一
九
六
七
年

　
三
月
、
明
治
書
院
）

・
楠
山
春
樹
『
潅
南
子
　
上
』
新
釈
漢
文
大
系
5
4
（
一
九
七
九
年
八
月
、
明

　
治
書
院
）

・
小
柳
司
気
太
『
老
子
・
列
子
・
荘
子
』
国
訳
漢
文
大
成
・
経
子
史
部
七

　
（
げ
九
一
八
年
九
月
、
国
民
文
庫
刊
行
会
）

q
笹
川
臨
風
『
筍
子
・
墨
子
』
国
訳
漢
文
大
成
　
経
子
史
部
八
（
一
九
一
八

年
七
月
、
国
民
文
庫
刊
行
会
）

・
後
藤
朝
太
郎
『
准
南
子
』
国
訳
漢
文
大
成
　
経
子
史
部
一
一
（
一
九
一
九

年
四
月
、
国
民
文
庫
刊
行
会
）
藤
田
豊
八
『
呂
氏
春
秋
』
国
訳
漢
文
大
成

　
経
子
史
部
二
〇
（
一
九
五
五
年
九
月
、
，
東
洋
文
化
協
会
、
復
刻
版
）

・
許
愼
著
、
段
玉
裁
注
『
四
部
善
本
新
刊
　
段
句
套
印
本
説
文
解
字
注
／
許

學
叢
書
本
段
氏
説
文
注
訂
』
（
一
九
八
〇
年
三
月
、
漢
京
文
化
事
業
有
限

公
司
）

・
長
谷
川
端
校
注
『
太
平
記
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
五
』
（
一
九
九
六

年
三
月
、
小
学
館
）

・
身
延
山
久
遠
寺
『
身
延
山
久
遠
寺
蔵
　
重
要
文
化
財
　
本
朝
文
梓
』

（一

續
ｪ
〇
年
九
月
、
身
延
山
久
遠
寺
）

・
貴
重
図
書
複
製
会
『
日
本
書
紀
』
（
一
九
四
一
年
一
二
月
、
貴
重
図
書
複

製
会
）

・
本
木
正
栄
『
諸
厄
利
亜
語
林
大
成
』
（
一
九
七
六
年
、
雄
松
堂
に
よ
る
複
製
）

・
斯
維
爾
士
維
廉
士
『
英
華
字
彙
』
近
代
日
本
英
学
資
料
1
（
「
九
九
五
年

三
月
、
ゆ
ま
に
書
房
　
松
荘
舘
一
八
六
九
年
刊
の
復
刻
）

・
”
〉
°
Z
¢
耳
聾
著
棚
橋
一
郎
訳
『
英
和
隻
解
字
典
』
近
代
日
本
英
学
資

料
2
（
一
九
九
五
年
三
月
、
ゆ
ま
に
書
房
　
丸
善
一
八
八
六
年
刊
の
復
刻
）

。
柴
田
昌
吉
、
子
安
峻
同
著
、
天
野
爲
之
訂
正
、
鈴
木
重
陽
増
補
『
附
音
圖

解
英
和
字
彙
　
第
二
版
』
（
一
八
八
六
年
七
月
、
文
學
社
）

・
9
0
団
8
9
毎
『
〉
智
B
器
ω
①
帥
巳
野
゜
q
房
7
島
。
ま
舜
蔓
”
三
葺
き 14
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国
昌
α
Q
房
げ
O
巳
冨
b
き
①
ω
①
ヨ
α
①
×
　
和
英
語
林
集
成
』
（
一
八
六
七
年
、

〉
ヨ
Φ
二
〇
雪
牢
o
の
9
8
ユ
9
。
口
ζ
δ
ω
【
8
牢
①
ω
ω
）

・
J
・
C
・
ヘ
ボ
ン
著
、
飛
田
良
文
・
李
漢
婁
編
『
和
英
語
林
集
成
　
初
版
・

再
版
・
三
版
対
照
総
索
引
』
（
二
〇
〇
〇
年
一
月
～
二
〇
〇
一
年
七
月
、

港
の
人
）

・
Q
。
冒
国
簑
Φ
馨
ζ
゜
Q
。
讐
o
≦
、
H
ω
ぼ
σ
霧
烹
ζ
p
ω
o
冨
β
共
編
『
〉
口
国
爵
房
7

富
冨
口
Φ
の
Φ
∪
§
δ
爵
曼
9
什
げ
Φ
ω
ロ
O
冨
昌
い
雪
σ
q
⊆
国
9
q
①
』
（
一
八
七
六
年
、

三
省
堂
）

・
岡
倉
由
三
郎
『
新
英
和
大
僻
典
』
（
一
九
三
六
年
三
月
、
研
究
社
）

・
尺
振
八
『
明
治
英
和
字
典
』
近
代
日
本
英
学
資
料
5
（
一
九
九
五
年
三
月
、

ゆ
ま
に
書
房
一
六
合
館
一
八
八
九
年
刊
の
復
刻
）

。
島
田
胤
則
、
頴
川
泰
清
『
和
英
通
語
捷
径
』
（
一
八
七
二
年
、
蒲
池
從
三
）

・
海
後
宗
臣
等
編
『
日
本
教
科
書
体
系
　
近
代
編
　
第
二
十
］
巻
　
理
科

　
（
こ
』
（
一
九
六
五
年
七
月
、
講
談
社
）

・
三
宅
雪
嶺
『
宇
宙
』
（
一
九
〇
九
年
一
月
、
政
教
社
）

・
ア
レ
ニ
ウ
ス
著
、
二
戸
直
蔵
・
小
川
清
彦
共
訳
『
宇
宙
開
關
論
史
』

（一

繹
齠
�
N
一
〇
月
、
大
蔵
書
店
）

・
H
・
G
・
ウ
ェ
ル
ズ
著
、
光
用
穆
訳
『
宇
宙
戦
争
』
（
一
九
一
五
年
一
月
、

秋
田
書
院
）

・
大
島
豊
『
現
代
科
學
の
綜
合
に
基
く
宇
宙
論
』
（
一
九
三
二
年
八
月
、
第

　
一
書
房
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等

・
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
（
読
売
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

・
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
耳
6
文
＼
鉱
ロ
匿
ぢ
自
ひ
q
9
ロ
＼
ぎ
α
①
〆

　
耳
巨
）

・
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
（
団
σ
鑓
蔓
o
｛
8
コ
o
韓
話
ω
ω
渉
辞
ε
　
＼
＼
≦
薫
≦
δ
ρ

　
o
q
o
く
＼
ぢ
α
①
×
’
葺
ヨ
じ

・
中
国
基
本
古
籍
庫

・
文
淵
閣
四
庫
全
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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資料（近現代英和辞書の用例調査〉

見出し語i
1
　
　
　
　
　
出
典
： i　　著者　　　，…成立・刊行年i

ii宇宙、十方 ii英華字彙
…斯維爾士維廉士著　　　…1衛三畏望定　　　　　　：i柳沢信大校正訓点　　　…

1869

Universe

iヒhe　general　system　o貨hingS．

演F宙、乾坤、六合、天地、万物

i
英
和
双
鱒
典
： 輪鵯原著　｛ 1885 i

：
ii宇宙、天地万物 ii附音図解英和字彙

i柴田昌吉、子安峻同著　ii天野爲之訂正　　　　　：1鈴木重陽増補　　　　　　1

1886 i
i
I

iArayuru　mono．　Terlchi　ban－butsu． i和漢語林集成 iヘボン　　　　　1 1889 i

i間隙、スキ i本木庄左衛門（正栄）　　i 1814 i書名：あんげりあごりんたいせい

iAida；ma；hima；kuchiu；k・k・；chi・， iヘボン　　　　　i 1867 i

iAida；ma；hima；kuchiu；koku；chiu；ai． i和英語林集成（2版） iヘボン　　　　　i 1872 i

iAida；ma；hima；kuchiu；koku；chiu；ai；kukan． i和英語林集成（3版丸善版〉 iヘボン　　　　　i 1886 i

space
ii虚空 ii英華字彙

i斯維爾士維廉士著　　　ii衛三畏竪定　　　　　　li柳沢信大校正訓点　　　i

1869 i
i
1

1（room）basho；ba－seki；（intervaD　aida；（o「time）

?奄高＝G

≠魔≠奄≠b撃?|ma；enpty－o－zora；taiku（c）”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iAN　ENGLISH－JAPANESEi；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：DICTiONALY　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lshibashi　Masakatai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iOF　The　Spoken　Language門

iE胴．S。、。．　　　i

c　　　　i
1876 1

i
I

i（celestiai～宇宙〉

i
新
英
和
大
辞
典
1 i岡倉由三郎　　　　　　i 1936 i

cosmOS
iSekai i和英語林集成（3版丸善版） iヘボン　　　　　i 1886 i

ii宇宙、堪輿○宇宙ノ理 ii明治英和辞典 l　　　　　　　　　　　　　　　l
猿ﾚ振八　　　　　il　　　　　　　　　　　　　　　lI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽

で889

icosmicを「全世界ノ。宇宙万物ノ○太陽系
宴m」と訳す
堰u堪輿（かんよ）」は天地の意。

i世界、宇宙 i本木庄左衛門（正栄）　　i 1814 1i書名：あんげりあごりんたいせい

world I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

X雛轟灘8犠凝9礁宇 i明治英和鹸
l　　　　　　　　　　　　　　l
月ﾚ振八　　　　　　　　l
戟@　　　　　　　　　　　　　　l

1889 i
：i

W
o
r
l
d
唱

i
和
英
通
語
捷
径
． i島田胤則、頴川泰清纂輯i 1872 i

宇宙
iAII　under　the　canopy，　the　world，　universe” i和英語林集成（2版） iヘボン　　　　　　i 1872 i

（灸4　“eN＿）90’罫窪…寂卦十く齢纒趣十1巡黙1融…um）

雪


